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Ⅰ．諸言
　小児がんは，化学療法の進歩により生存率も上昇し，
長期的な経過をたどる慢性疾患となった．しかし，治療
成績が改善したといっても，20%近い患児は再発や合併
症で死亡すると言われている1）．治療には数ヶ月間の入
院を要し，家族は不安を抱えるだけでなく，生活にもさ
まざまな変化が現れる．特に，多くの母親は付き添いの
生活を送っているため，夫婦での時間をもつことが困難
となる．森は白血病で長期入院する患児をもつ夫婦の離
婚率は高いといい，家庭崩壊の影響要因として，「強い
心身の疲労，夫との不仲，夫のサポートが少ない，ネッ
トワークが少ないなど」が確認されたと述べている2）．
また，父親は家族を経済的に支えるために外での仕事を
続けなければならず，面会時間によっては子どもに会え
ず医療チームから少し外れてしまう感があると，小澤ら
は述べている3）．さらに，橋爪らは，小児がん患児をも
つ父親に，「小児がん患児の発症前後での父親の生活と
役割意識の変化」の研究を行い，父親は患児の発症によ
る精神的苦痛に加え，家事や育児の負担の増える中，休
養やリフレシュする時間が十分にとれず，心身ともに厳
しい状況にあると考えられたと述べている4）．
　一方，田邉らは「小児がん経験者の子どもを持つ父親
と母親の語りからみる療養生活構築のプロセス」で，入
院中に夫婦としてうまく機能していたと思われた家族１
組を対象とした研究を行い，父親と母親は共通の目的を

持って子どもの病気と向かい合い，お互いの考えを確認
しあっていたと述べていた5）．
　家族システムの中での良好な夫婦関係は，小児の闘病
には不可欠なものであり，夫婦間の強固な関係へのサ
ポートについて医療者のアプローチが必要である6）．し
かし，父親の変化を母親がどのように認知し，どのよう
な思いでいるのか調査研究は少なく，母親側からの介入
について具体的な策が十分ではない．そこで，患児の病
状が安定し，療養生活を送っている家族の母親を対象に，
インタビュ－を行ない，医療者が入院後の母親にできる
具体的な働きかけの示唆を得るため，母親が認識する父
親役割の変化とその思いを明らかにすることにした．

Ⅱ．研究方法
１．研究デザイン
　質的記述的研究デザイン

２．研究対象者
　小児がんで半年以上入院している患児をもち，入院前
より夫婦が同居している母親であり，かつインタビュー
及び研究への同意が得られた３名とした．

３．調査期間
　平成22年８月23日－10月30日
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４．データ収集方法
　研究者によるインタビューガイドを用いた半構成的面
接法を行った．面接内容は，入院前後の父親の様子（母
親・患児・家庭に対して），母親が感じる父親の変わっ
た部分，変わらない部分，現在の生活の満足感，父親へ
の要望とした．面接時は許可を受け，ICレコーダーを
使用し，レコーダー記録は逐語録に起こし，記述資料と
した．カルテより，年齢，入院期間，性別，家族構成，
付添い状況，家族の収入源について情報収集した．

５．分析方法
　逐語録を繰り返し読み，十分にデータの理解を行った．
逐語録から母親が認識する入院前後の父親の役割と思い
に関連する文脈を同時に抽出（対象者の言葉のまま）し，
内容の類似性について検討し類型化した．類型化の方法
は, 抜き出されたそれぞれの文脈に還りながら，その状
況における対象者にとっての意味内容が同じものを集
め，共通する意味をカテゴリとして表した．さらに，母
親の父親への思いを構成している現象について再構築し，
構造化を試みた．データ分析は，おもに２名の研究者が
行い，他の研究者２名にスーパーヴァイズを受け，信頼
性と妥当性を確保することに努めた．
　なお本文中の表現「入院前後」は，「発病前後」と同
義として使用する．

６．倫理的配慮
　研究対象者となる母親に研究の主旨と自由意思による
参加，途中棄権の権利について口頭と文書で説明し，同
意を得た上で，インタビュー及びカルテからの情報収集
を行った．入院している病院からは研究の承諾を得た．
本研究に取り組むにあたり，長崎大学医学部保健学科倫
理審査委員会の承認を得た（審査承認番号10072288）．

Ⅲ．結果
１．研究対象者の概要
　表１に対象者の概要を示した．患児の入院期間は６か
月以上，平均は11か月であり，対象者全員が患児の入院
に付き添い，夜間や休日に父親と交代する生活を送って
いた．入院前後を通し，主に父親が経済的基盤を担って
いた．

　患児の年代は，幼児，小学生低学年，中学生であり，
性別は男児１名，女児２名であった．家族構成はいずれ
も核家族で，患児には同胞があった．以下，データの区
分のため，対象者をＡ・Ｂ・Ｃで表す．

２．入院前後での父親の役割
　以下【　】は，カテゴリを示す．インタビューでの対
象者から得られた言葉は，斜文字で示す．
　母親が認識する父親の役割の内容は,入院前では【家
事はしない,してもちょっとしたもの】，【関心のある範
囲内での子どもの相手や世話】であり，入院後が【入院
を支える】，【可能な家事を自ら行う】，【母親,子どもの
心身のサポート】【私とは異なる子どもへの関わり】で
あった．

入院前
１）家事はしない，してもちょっとしたもの
　家の中のことは，ほとんど私でした，家のことは，あ
んまりしませんでしたね，洗濯物干したりとかそういう
の，ちょっと昼間ちょっとラーメンをつくったりとか，
そのくらいはちょっとしてくれましたけどね，少しはし
てくれたんですけどね（Ａ）
　今までがどちらかというとあまり家事とか・・・家事
はあんまりしないですね．子育てっていうか上の子たち
に対して，わけ隔てなく（育児は）やってると思う（Ｂ）
　掃除とかご飯（の用意）とかは全くしない人だった，
ごみの日も知らないし言われて出すみたいな感じだった
（Ｃ）
２）関心のある範囲内での子どもの相手や世話
　土日なんか（部活の）送り迎えするぐらい，父親もそ
んなことはしてくれました，送り迎えしたり，野球を見
たりとか，勉強の分からないとこを見てやったりとかし
てました（Ａ）
　前は，子どもたちの部活とかに対してすごく見てくれ
たりしました（Ｂ）
　子どもの世話は，言ったこと，これをしてとか，着替
えさせてとかお風呂に入れるとか，いうのはだいたいし
てくれました（Ｃ）

表１．対象者の概要

　 年代 性別 入院の期間 家族構成 付添い状況

A 中学生 男児 17 か月 父，母，兄，姉 母：月－金　父：土日

B 幼児 女児 ８か月 父，母，兄，姉，姉 母：毎日朝－夕方　父：夜

C
小学生
（低学年） 女児 10 か月 父，母，妹，弟 母：父が交代してくれる日以外

父：仕事の休日
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入院後
１）入院を支える
　あたしがここに安心して付き添えるのもやっぱり主人
が仕事してくれてのことだから（Ｃ）
２）可能な家事を自ら行う
　おばあちゃんと主人はまあまあ仲がよく，一緒にご飯
食べよーって言って食べてますが・・・お父さんは家に
いれば，家で自分のことはどうにかしています（Ａ）
　おばあちゃんが泊まりにきてくれて，でそのとき交替
して，（急いで）で家に帰ったら，なんか，子どもたち
と一緒にご飯を作ってたりとか（Ｂ）
　今じゃもう自分でごみも出して，自分の分ぐらいなら
食器も洗ったりとか，朝は主人が出してるんですよ，学
校と保育園と下の子たちを出してるから，軽い，ほんと
特別味噌汁作るとかはしないんですけど，例えばおにぎ
りとかパンを焼いたりとかは，して出してくれるんです
よね．仕事が暇だったら洗濯もしたりとかします（Ｃ）
３）母親，子どもの心身のサポート
　子どもの状態でやっぱりよく気をつけて…どうね？今
日どうね？ってだいたい電話連絡をして子どもの様子を
聞いて心配して，聞いてきましたね．今日どうねー？っ
ていう感じで治療の様子はどうね？とか採血はどうね？
とか聞いてましたね．土日は仕事もないけん，自分が交
代するよって，それはすすんで言ってしてくれました
（Ａ）
　平日の夜は，主人が見てます．基本かわいがってます．
（Ｂ）
　自営業なので，まちまちなんですけど，暇な時期は早
く終わったら来てくれたりとかしてました，やっぱり心
配っていうのもあって，あとお昼間にも電話があったり
とか，なんにもないけどどうしてるのかとか，ちょっと
気にしてかけてきたりとかしてました，やっぱり調子悪
いときとか特に…，あたしもやっぱりどうしてもたまに
は外に出たいっていうのがあるので，ちょっと夕方早め
に来てもらえたら，ちょっと出たりとか，休みの日は１
日代わってくれてます（Ｃ）
４）私とは異なる子どもへの関わり
　自分が野球してたので，そこの野球の試合はどうだっ
たーとか，（患児も）お父さんに聞いてきて（わたしに）
報告するんですよ．それとか，今あってるテレビのプロ
野球とか，甲子園や見て，（お父さんと）話が合うみた
い（Ａ）
　私としてもう今までこう隠さずに下の子どもたちにも
何でも話してきてたので，隠すつもりはなかったんです
けど，でもこう，どういうタイミングで言おうかなって
いうのはやっぱり色々考えてはいたけど…でも（患児以
外の同胞に患児の病気のことを）言ってくれた（Ｂ）

３．母親が（患児が）入院する前後で感じる父親への思い
　母親が感じた思いの内容は，入院前では家事に関する

父親への思いが主であった．【依存されている苛立ち】，
【父親への要求】，【あきらめ】であり，入院後が【有難
い存在】，【がん闘病の過程を共に乗り越えている実感】，
【父親への気遣い】，【変化の肯定的な受け止め】，【頼り
がいのある父親】であった．

入院前
１）依存されている苛立ち
　バタバタして，食事のね，料理とかね，してるのにと
か思いながら，もう男だからノロノロしてていいよねと
か思いながら私だけがイライラして愚痴をいってました，
２人，ホントけんかすることも多かったです（Ａ）
　あっためるのでも,もうあたしがいたら（料理を）温
めもすらしないぐらいの人でした（Ｃ）
２）父親への要求
　もうちょっと家庭のことを手伝ってはもらいたかった
んですけど，あまりしてくれなかったですね（Ａ）
３）あきらめ
　どうにか言えば，どうにか動いてくれるかなっていう
タイプですね（Ａ）
　子どもたちの部活とかに対しては，すごく見てくれて
たんですけど，家のほうはしない（Ｂ）
　あんまりだいたい好きじゃないんですよね家事は，他
の事はするんですけどね，苦手みたいですね（Ｃ）

入院後
１）有難い存在
　やっぱり父親，おばあちゃんたちの協力は本当ありが
たいなぁって思って感謝しています，土日は自分がいる
よって嫌がらんで，きてくれましたねぇ，私がずっと平
日いるから，休みはおい（父親）がするよーって，おい
がいるからいいよって言ってくれましたね，それはあり
がたいですね（Ａ）
　１番上の子が高校入学だったので，どうしてもお弁当
を作らなきゃいけない，っていうのがあって，やっぱり
平日は，自分が夜…病院じゃなくて，家にいるほうが，
朝から弁当作って，（学校に送り）だすことはできない
けれど，（子ども）の弁当を作れる，ていうのがあった
んで，この形（平日の夜父親が付き添ってくれること）
でよかったなぁと，思ってます（Ｂ）
　いまのところはもう，十分してくれてます（Ｃ）
２）がん闘病の過程をともに乗り越えている実感
　うーん，まあ，あのなんだろ（この子のこと気づけて
…）自分もあの，（そばに）いれるときは一緒にいてや
ろうかなって…いろいろ持ってくる（・・・）とかして，
…みんなで心配して（・・・）家ででも，電話連絡でで
も，２人がね，話し合いしっかりしたらですね，いいか
なぁって思いますね，２人で仲良く…協力してみてやら
んばねぇって思うようになりましたよね（Ａ）
　やっぱああ，よくこういうのを（家族で）乗り越えて
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これたのかなぁっていうのは（ありますね），主人と，
自分と子ども，家にいる子どもたちと，ちゃんとコミュ
ニケーションがとれてる状態ができてるので，全体的に
はなんか安定している感じはします（Ｂ）
　お昼間にも電話があったりとか，なんにもないけどど
うしているのかなど，ちょっと気にしてかけてきたりと
かしました，やっぱり調子悪いときとか特に…まあ嬉し
いというか，子どものことを考えてくれているというの
もあるし家族で，いれることが幸せみたいな感じはます
ます増したっていうのはあります（Ｃ）
３）父親への気遣い
　あまり，きついとか，っていうことを言わない人なの
で，言ってくれればもっとストレス解消できるのだろう
なぁと…（Ｂ）
　言わないけど多分きついときもあったのだろうなって
思います（Ｃ）
４）変化の肯定的な受け止め
　でもやっぱり子どもがこの入院してからはやっぱりあ
の…ちょっと２人まーるくなったような感じではありま
すよね…，前はもう，なんか意見２人ともこうでもない
ああでもないって言って，あの，私もこういって，お互
いの意見をぶつけてましたけどね．けど子どもが入院し
てからは，両方ともがこう穏やかになって，まずは子ど
もを穏やかにみて，お世話したい，みてやりたいってい
う感じで２人ともちょっと穏やか，少し穏やかになった
かなっていう感じですね，土日は仕事がないから，自分
が交代するよって，それはすすんで言ってくれましたね．
そんなとこがやっぱり変わったかなって思いますね（Ａ）
　私がいないときの母親役をしているのだと思うのです
が，前はやっぱりなかった部分がでてきてるのかなって
いうのはありますね（Ｂ）
　だいたいあんまり表現しない人だから，特別そういう
反応はないけど，まあ，ちょっと自慢げに「（自分のこ
とを）頑張ってるやろう」みたいな感じで言って来たり
とか，恥ずかしくてメールでそんな言ってきてるところ
もある，だいぶ変わったかなとかは思うんです（Ｃ）
５）頼りがいのある父親
　また父親の良さとかありますもんね，ずぅっと一緒に
いるよりもね，また時々代わったほうがいいですよね．
男は男なりに話があるみたいだしね．父親との，男同士
でする話も，うん，よかったんじゃないかなぁって思い
ますね（Ａ）
　（患児の病気について，同胞への告知をすることにつ
いて）いや，主人が言ってくれてよかった．やっぱ家族
の大黒柱が話してくれたほうが，私が言うよりも，主人
が言ってくれてよかった（Ｂ）
　（おとうさんが家にいてくれることについて）やっぱ
り下の子もわたしがあまりいないので，お父さんを慕っ
てるところもあるし，おばあちゃんたちじゃどうしても
無理なところもある  （Ｃ）

Ⅳ．考察
１．父親の入院前後の役割の変化
　父親の役割の変化を母親は，【家事はしない，しても
ちょっとしたもの】から【可能な家事を自ら行う】へ，
【関心のある範囲内での子どもの相手や世話】から【母
親，子どもの心身のサポート】，【私とは異なる子どもへ
の関わり】と役割が拡充していると認識していた．ある
母親は父親が仕事をしていることで【入院をささえてい
る】と再認識していた．またその役割の認識は家庭全体
への関わりになっていることが伺えられた．実際に父親
を対象にした研究を見ると，橋爪らは「患児の発症後に
『家事』，『家族の健康管理』，『家族の悩みの相談相手』，
『家族の病気の治療についての相談や決定』，『子どもの
世話』，『子どもの遊び相手』，『子どものしつけ』を父親
の役割であると考える父親は増加しており，患児の発症
により父親の役割意識には変化が見られていた」4）と述
べている．本研究で母親が認識した父親の役割は，先行
研究（上記）で述べられている父親の役割意識にほぼ基
づいたものであり，【関心のある範囲内での子どもの相
手や世話】が行われていた入院前の生活から，さらに患
児や同胞，母親を気遣う父親の姿勢を母親は，【母親,子
どもの心身のサポート】として認識していた．また，橋
爪らは「患児の入院中，父親が仕事の時間や個人の時間
を削り，家庭生活を維持するための時間を捻出してい
る」4）と述べており，本研究でも父親は時間を作り,【可
能な家事を自ら行う】ことをしていた．さらに，【私と
は異なる子どもへの関わり】として，男同士の会話や児
との関わり，大黒柱である父親が患児の病気について同
胞へ告知を行ったことを父親の役割として語っていた．
このような父親の姿勢を，母親は積極的・主体的になっ
たと認識していたと思われる．

２．母親が入院前後で感じる父親への思い
　入院前では母親の求める父親の家事参加と実際の行動
の間に差があることから【依存されている苛立ち】を抱
え，それが夫婦間の負の連鎖となっていた．また，その
苛立ちから【父親に対する要求】が生まれても，【あき
らめ】を感じていた．しかし，大きな家族への課題をも
たらすわが子のがんの告知から，子どもの入院，治療を
通して，両親共に患児最優先に考えが向くようになる．
田邉らは，『小児がんの子どもと共に歩む父親の闘病体
験の中』から，父親が奈落の底から立ち上がり，今ある
子どもの命に集中したと述べていると報告している7）．
小児がん闘病経験をトラウマと考え，生じている心の問
題をPTSDとしてとらえる考え方は1994年より生まれた8）．
小児がん患児，母親，父親のPTSD，外傷後ストレス症
状（posttraumatic stress symptoms：PTSS）に関する
実証的研究により，児よりも父母の方がより闘病中の
PTSSの頻度が高いことが報告されている9-10）．その様な
背景の中で，本研究における対象者の夫は自分ができる
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ことを母親や家族に主体的に積極的に示した．その姿勢
を母親は肯定的に認識し，【有り難い存在】として受け
とめている．父親が患児や同胞のことを中心に考えた発
言をしてくれることを母親は喜び，父親の心身面の変化
を受け，母親は父親と【がん闘病の過程を共に乗り越え
ている実感】を抱いている．共に乗り越えている実感は
【有り難い存在】という感謝の気持ちを生み，感謝は
【がん闘病の過程を共に乗り越えている実感】へとつな
がり，正の相互作用となる．また，父親の変化の中で
【私とは異なる子どもへの関わり】が【頼りがいのある
父親】として認識され，それが【有り難い存在】の気持
ちを増復させていた．尾形は，「父親の一方向的な関わ
りのみではなく，母親の認知によって夫婦関係が形成さ
れ，そのことがまた家族機能系に影響を与える」11）と
述べており，本研究においても，母親は認知された入院
後の父親の役割を【変化の肯定的な受け止め】とし，
【有り難い存在】という父親の存在価値や【がん闘病の
過程を共に乗り越えている実感】を生み出していた．さ
らに感謝や共に乗り越える実感により，【父親への気遣
い】が芽生えている．共に乗り越えている実感は物理的
に離れた状況にあっても，今まで以上の家族の絆を感
じ，少しの間でも一緒にいられることの幸せを感じてい
た．（図１.２）森は小児がん患児をもつ家族の危機のひ
とつに「夫婦間の感情的ずれ」をあげている2）．本研究
において，インタビューを受けた母親３名は父親を肯定
的に受け止め，【頼りがいのある父親】として認識してい
た．入院前に感じていた夫婦間の感情的ずれは，減少し，
お互いを尊重し気遣う関係となっていたと考えられる．
　医療者の役割として，小児がんにより長期入院してい
る患児に付き添う母親に対し，夫婦関係が良好に保たれ，
より強固な関係になるようサポートするには，医療者は
父親からの患児を含む家族へ積極的な関わりがみられた
際，母親に対して父親を肯定的に意識化させ，言語化で
きるような関わりを行っていくことが重要であることが
示唆された．

Ⅴ．研究の限界
　本研究の限界は，１施設での調査であり，対象者数も
３名と少なく（抽象度に違いが生じている可能性がある）
一般化という点で限界がある．また，病状の変化時や予
後がおもわしくない時期は避け，患児の病状が安定して
いる時期での調査であるため，母親の思いに偏りの可能
性がある．今後は，対象者数を増やし調査時期も検討し
ていくことが必要である．

Ⅵ．まとめ
　父親の役割変化を母親は【家事はしない，しても
ちょっとしたもの】から【可能な家事を自ら行う】へ，
【関心のある範囲でのこどもの相手や世話】から【入院
を支える】【母親，子どもの心身のサポート】，【私とは
異なる子どもへの関わり】へと役割が拡充していると認
識していた．その中で，母親の父親への思いは【依存さ
れている苛立ち】あるいは【あきらめ】から父親に対す
る【変化の肯定的な受けとめ】や【頼りがいのある父親】
より，【がん闘病の過程を共に乗り越えている実感】【有
難い存在】へと変化しながら，父親がいてくれることに
ついて高く評価し，【父親への気遣い】を示していた．
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Abstract  The objective of this study is to clarify how a father’s role changes when his child becomes 

hospitalized for cancer treatment. We interviewed mothers of childhood cancer patients and asked them 

about any paternal role changes they had noticed. The interview results indicate that, in order to stabi-

lize the treatment process for their children, these fathers went from ‘doing little or no housework’ to ‘do-

ing more of the housework’. They also went from just ‘playing with their children’ to actually ‘supporting 

the physical and emotional state of their wives and children’. As a result of these paternal role changes, 

the mothers of these childhood cancer patients went from feeling ‘powerless’ and ‘get impatient’ with 

their husbands to feeling ‘appreciative of their husbands new role, dependability, and support for the 

family with me’. These mothers had a highly valuation with their husbands.
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